
だいいっしゅしようきゅうし第 1 種使用休止 冬JUI

に!被って使用する排雪用の機関車や暖房車のように， if!. 1~ ，j の運

用~:の必要その他によ って比較的長WIにわた っ て (30 日以 u使

用を休止する場合の使用休止種別を L づ。第 l 種使用休止した

車両には， 次の ような機能または強度の保持のための手配を行

なうことにな っている。

(1) しゅう動部 ・ みがき fúj等て♂腐食を生ずるおそれのある却

分には，さび止めnllを塗布する。

(2) ボイラには腐食防止薬品の役人等líh 食の手配を行なうと

ともに，冬j聞は排水する 。

(3) 企 ・ ふた ・ とびら類等間関 でき る f部分は全部閉そくする

とともに， :';j，分品て、盗難，紛失の Nそれのあるものは取りはず

して保管する。

(4) 凍結のおそれのある部分， 1功じん ， または防波の必要の

;hる部分は，おおいを施すぐf必要 t，手当~行なう。

(5) 蒸気機関車 ・ディー ゼノレ機関車および暖房車の煙突には，

おおいを施す。(仏々木版猿)

だいがくいたくけんきゅういん 大学委託研究員 大

学委託研究員は業務能率の向上と職場 l 気の尚錫をけざし，選

伎により m，外の大学に l 筒年nn派泊して ， 業務に必要なFU論お

よび技術を研究させるもので，職員局長が命ずることになって

し、る。

大学委託研究員になるには， >き~.試験に合防しなければなら

ないが，モの受験'c'i 怖 として ， 次の各りの条例を備えていなけ

ればな らない。

(1) 3 年以上日本 IH 有鉄道，'~'I什 に勤務し， その成紙が優秀で，

かつ身体が健全であって ， 年令 35 二十木 il:~Í の者。

(2) );11WJ大学または 1 1::1制専門学校卒業利!支の学力を有する者。

(3) 正規教育の各課程各科の卒業者または修了者にあっては，

卒業または修了後 1 年以 J~.実務に従工作した者。

選考 4試験は学業試験お よび人物与11'とな って おり， ff 業試験

利 u は次のとお りである。

(1 ) 事務関係 一般教義 . -9~ !ìl~ 

(2) 以術関係、 L:学 ー般 ( '~l! Ixt工学 ・ 機械工学 ・ 土木」学

および札'築 l 学のうち 1 科 IHHNl ・ 及: . ::1

この:1i11J正は昭和J 3 1 年度から実施されてお り ，昭和 40 年度の

採用人員 も合め て，現{Eまで 146 人が大学委託研究員とな って

し、る。(大原五郎)

だいし ゃ 台車 (DT 200) こ の台車は'常用速度 200km/h

と L づ新幹総市 IIt 1j に取 りi-Iけられた品迷性能をもち ， i試作車に

取 り (. 1 けられた 6 科i:tJ!の台 。Mを抗日E として投，i! ， 製作さ h た。

DT 200 )f;f, 'Il の l'd'J主 としては

DT 200 形台車の外鮫

(1) 空気ばねの横剛性を利用し て ， t揺れま くらつり機備を廃

止し Tここと 。

た

(2) ?;~気ばねのI州十位院を非常にi白l くL.車体の ローリ γ グ

の改廷をはかっているこ と。

(3) 白河ばねに * 特殊ダイヤフラム形空気ばねを利月I L.車

体の月寄りをIUj It したこと。

(4) 刷新の文持部に~でくしゅう(j;ll)![!)n郁のない . IS式軸箱支

付お!白 を採用し，コム ブッ γ ュ のずムのばね定数の選ひP方によ

り ，適当な Ij ij 後左右小ijí i'J:を ささえ ， だ(蛇)行動に対する改善を

[1泊、 って L 、ること。

(5) 全M受の車体支持方式としたこと。

(6) 車州市lにブレ ーキJI1ディスクを取り付けたこと。

(7) 車輸の川走，信号 1" 1 路のしゃ!1'[r ~\\をなくすため .車車両i

踏 fúiii'，' j布袋阻を取り{、l けたこと。

~\'があげられる ， その外側および車体荷量支持方式を凶に，

二1:. '政治元を次に示す。

新幹線*r.I，jの車体列車支持)j式

1杉 A

まくらばね 1 ". 何I 市 (ídi ll年)

制l出1

司{+mi ll日壬

以大 jセ

M大幅

栴h符i'l'心 1111距離

車体

DT 200 

20.5 t 

2, 500mm 

910mm 

4, 180mm 

3, 160mm 

2, 100mm 

1, 170mm 'l~/Aばね 1.. jM ltiイナ日;i~ e~l{埠lr~'î さ

自~illiJ )jA c 行， ï'T とう 樹車縦手

11生減速術革式

ブレ キ方式空~(-illl日: デ ィ λ ク ブレ

ーキ tf(l ， \: (主'む oJ!jJI幾 も含む) 約 9.7 t 

各，'~I構造の概裂は次のとおり である 。

制11ばり ・ 1黄ばり等の tìll~わく主強度 ml材 およびまくらばりは，

J手 さ 9 mm の銅版をプレス成形 し，持半J星組立てした構造である。

fT車わ く 中心に心ざら( Illl) があ り ， その 11!~j側に側変が取 り 付け

られて L 、る。

IS 式調h和装l白の輪刺1に対する支持判官L 特に古íj後方向は相当

!日く して いる。板ばねの応力が日 くな らないよう，形状 ・ 取付

部のtl~~が配泌され，紋ばねのI刷、1 ;:[ßにJ挙僚級を用し、，組立調

整の!日1M 化をはかっている。

軌はねはウイ ング式で， そのばね定数は彼ばね ・ コームブッ、/

ュとも含めて 1 ~4hfri 当りl1~ 130kg/mm (0. 95mm/t/car ) である。

ま くらばねの t ド方向ばね定数は約 50kg/mm (5 mm/t/car) ， 償

方向のばね定数はl1J 35kg/mm である。 ダンパは軸ばねに対し

て f: -F方向川，ま くらばねに対して左右方向用が取り付けられ

ている。

ポノレスタアンカ取付部のコ'ムを球形二つ割りとし， こじりを
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